研 究 業 績 目 録（記載例）
【記載要領】下記事項について，十分確認の上，提出願います.
· 下記項目に分類し，それぞれ発表年順（古い順）に並べ，通し番号を付けること．
· 当該候補者名にアンダーラインを付けること．

· 当該候補者が責任著者(corresponding author)である場合には上つきのスターマーク＊を付すこと．共筆頭著者(co-first author)である場合も分かる様に表示すること．
· 論文等の題名の単語表記については，下記の英文及び和文の記載例に従うこと．
· 論文等は巻数，始めと終わりのページ，年について記載すること（号は記入しない）．

· 原著論文，総説，論説，解説等の雑誌名は略さず，イタリック体で記載すること．
· 学術書（和文）のタイトルは鍵括弧でくくるが，二重鍵括弧にするか単鍵括弧にするかは学術分野の慣例に従うこと．
· 各項目において，該当がない場合は空欄とせず「該当なし」の旨記載すること．

· 点と丸でなくカンマとピリオドを使うこと．

· 原著論文，総説，論説，解説等の著者名，論文題名，雑誌名，巻数，始めと終わりのページ，年などの記載のためのフォントとしては，欧文はTimes New RomanあるいはTimes，和文は明朝体を用い，フォントサイズは10.5ポイントとすること．

· 論文リストや講演リスト等を見やすくするため，改行後に0.5行程度のスペースを挿入し，各項目間が多少空く様にする設定が望ましい（(1) 4) C．1～2の間隔等を参照のこと）．

(1) 学術論文・学術書
※学位論文を発表したものについては，その旨を明記して下さい．
1) 審査制度のある原著論文
（英文の記載例）

1. Hokkai, J., Nougaku, H., and Hokudai, T. *  Efficient colonization of the bean bug Riptortus pedestris by an environmentally transmitted Burkholderia symbiont. International Journal of Systematic and Evolutionary Microbiology 63, 3307-3312 (2013).
（和文の記載例）

1. 北海次郎，農学花子，北大太郎*　南極産担子菌酵母を利用した低温下でのパーラー排水の活性

  汚泥処理. 廃水と用水55, 831-835 (2014).
2) 1)以外の原著論文（大学の紀要，研究所･試験場等の研究報告等）
1. 北大太郎*，北海次郎　北海道における農業の担い手の現状及び課題に関する研究. 農林業問題研究60, 700-735 (2006).(※(6)の学位論文を発表したもの)
3) 審査制度のある，その他の学術論文
A．総説
　記載例は1)に準ずる．
B．プロシーディング
記載例は1)に準ずる．
4) 学術書

A．単著

1．北大太郎『農業・農村の計画評価－表明選好法による接近－』農林統計協会，pp 1-126 (2008).
B．編著

記載例はCに準ずる．
C．共著

1. Hokudai, T., Hokkai, J., and Nougaku, H. Environmental distribution and taxonomic diversity of alkaliphiles. In Extremophiles Handbook. Ed, Yamada, S., Springer, Heidelberg, pp 55-79 (2011).
2．農学花子，北大太郎　微生物の生理．「応用微生物学　第2版」（山田三郎，鈴木四郎編），文永堂出版，pp 99-122 (2013).
(2) 普及啓発書，辞典など
記載例は(1)に準ずる．　
(3) 総説（(1) 3) A以外のもの），論説，解説

記載例は(1)に準ずる．　　

(4) 国際会議プロシーディング（(1) 3) B以外のもの）
1. Hokkai, J., and Hokudai, T. Conditions associated with residents’ participation in activities for preserving the rural environment: A case of agricultural canals in Japan. pp 10-20, Proceeding of The 16th International Farm Management Congress, Ireland, Cork, July, 12, 2013.
(5) 招待講演

　※最近5年間分の国内外の講演について記載して下さい．
1．北大太郎「農場から食卓まで．農産物・食品の微生物挙動を予測する－予測微生物学を活用した精密安全食品製造法の提唱－」農業機械学会2010年度シンポジウム，東京，2010年5月12日．

2. Hokkai, J., and Hokudai, T. Conditions associated with residents’ participation in activities for preserving the rural environment: A case of agricultural canals in Japan. The 16th International Farm Management Congress, Ireland, Cork, July, 12, 2013. 
(6) 学位論文

「北海道における農業の担い手の現状及び課題に関する研究」 2006年3月，博士（農学），北海道大学
(7) 学術表彰等
　※連名で表彰を受けた場合は，表彰者名を全て記載して下さい．
1. ○○学会奨励賞（学術表彰等の名称）「北海道農業における・・・（受賞題目）」○○学会（授与した学術団体名等），2013年3月8日.
(8) 特許，品種登録等の申請･取得

1) 国内申請・取得
　1. ラクチドの製造方法．北海次郎，北大太郎．特許第2000000号（2010年9月19日）

2. 有機肥料製造方法．北大太郎，北海次郎，農学花子．特願2011-200000.
2) 国外申請・取得
1. Method for production of lactic acid by non-sterile fermentation. Hokkai, J., and Hokudai, T.  WO/2011/050000, PCT/JP2010/060000.
(9) 外部資金獲得
※科学研究費補助金，その他競争的資金，受託研究費など．最近10年間，研究代表者分，研究分担者分について記載して下さい．
1) 科学研究費補助金
1. 科学研究費補助金　基盤研究（B） ｢北海道農業における･･･｣　平成24年度～平成25年度，研究代表者，研究経費総額：150万円.（分担の場合は「研究分担者，研究経費分担金総額：100万円」としてください）
2) その他
1. ○○財団　研究助成金　｢北海道農業における･･･｣　平成25年度，研究経費総額：100万円.
 (10) その他

1) 学協会における活動等

1. 平成24年度～平成25年度　○○学会 ○○委員会 委員
2) 社会貢献実績

※産学連携の実績等も含みますので，該当する場合は記載して下さい．
1. 平成23年度～平成24年度　○○市 ○○委員　　　　　　　　　

　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（以上）

